
二
月
か
ら
確
定
申
告
相

談
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

先
月
機
関
紙
と
一
緒
に
郵

送
し
た
「
自
主
計
算
書
」

に
昨
年
一
年
間
の
仕
事
に

関
係
す
る
収
入
や
経
費
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
領

収
書
が
な
く
て
も
実
額
を

記
入
す
れ
ば
結
構
で
す
。

未
払
い
分
も
計
上
し
て
く

だ
さ
い
。
「
自
主
計
算
書
」

の
な
い
人
は
事
務
所
ま
で
。

平
成
二
十
八
年
の
総
売

上
が
一
千
万
円
を
超
え
た

人
は
、
消
費
税
の
申
告
も

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
相
談
は
】

平
日
は
二
月
一
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
事
務
所

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら

来
て
く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
も
の
は
「
自

主
計
算
書
」
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
談
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
【
平
日

夜
間
も
】

日
曜
日
の
相
談
会
や
平

日
五
時
ま
で
事
務
所
に
来

ら
れ
な
い
人
は
、
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
平
日
夜
間

で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
相
談
無
料
！
。

【
組
合
費
】

申
告
相
談
は
組
合
費

完
納
が
条
件
で
す
。

【
早
め
の
申
告
を
】

三
月
に
入
る
と
連
日

込
み
ま
す
。
二
月
中
の

相
談
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

【
家
族
の
収
入
】

奥
さ
ん
の
収
入
は
下

一
桁
ま
で
正
確
に
調
べ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
同

居
の
子
ど
も
（
バ
イ
ト

等
）
の
収
入
。
国
民
健

康
保
険
税
納
入
金
額
も
。

【
控
除
証
明
書
】

国
民
年
金
、
生
命
保

険
や
地
震
保
険
な
ど
の

控
除
証
明
書
は
な
い
と
控

除
で
き
ま
せ
ん
。
紛
失

し
た
人
は
再
発
行
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
書
】

申
告
書
は
事
務
所
に
あ

り
ま
す
が
、
税
務
署
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
場
合
は
そ

の
申
告
書
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
昨
年

の
申
告
書
の
控
え
が
あ
る

人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
】

医
療
費
の
領
収
書
は

家
族
全
員
の
も
の
を
。

介
護
費
用
、
売
り
薬
も

対
象
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

【
ご
協
力
を
】

申
告
相
談
の
さ
い
に

は
署
名
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

カ
ン
パ
等
ご
協
力
を
。

【
事
前
予
約
を
】

事
務
所
に
来
る
と
き

は
必
ず
事
前
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
と
く
に

消
費
税
申
告
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
夕
方

以
降
し
か
来
れ
な
い
人

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
年
金
受
給
者
へ
】

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

人
は
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
天
引
き
さ
れ

て
い
る
社
会
保
険
料
や
税

金
を
確
認
し
ま
す
。

◎
組
合
費
前
納
割
引

●
減
額
内
容

◎
一
年
分
前
納
者
は
組
合

費
一
か
月
分
を
減
額

◎
半
年
分
前
納
者
は
組
合

費
二
千
円
を
減
額

●
減
額
対
象

二
〇
一
九
年
三
月
末
ま

で
に
納
め
る
二
〇
一
九
年

一
月
分
以
降
の
組
合
費
。

日
曜
相
談
会

日
程

●
二
月
一
〇
日(

日)

・
午
前
九
時
〜
正
午

◎
場
所

県
西
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー(

昨
年

と
は
違
い
ま
す)

【
茨
城
県
筑
西
市
野

殿
１
３
７
１
】

・
午
後
一
時
〜
野
木
分
会

◎
場
所

佐
藤
さ
ん
宅

●
二
月
十
七
日(

日)

・
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

◎
場
所

鹿
沼
市
清
洲

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
【
鹿
沼
市
深
程

１
１
６-

１
】

●
二
月
二
十
四
日(

日)

・
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

◎
場
所

栃
木
市
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
栃
木
市
今
泉
町
１-

２-

７
】

※
午
前
は
混
み
ま
す
。

●
三
月
三
日(

日)

・
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

◎
場
所

組
合
事
務
所

【
佐
野
市
吉
水
駅
前
１

-

２-

１
】

※
午
前
は
混
み
ま
す
。

２０１９年１月２５日 Ｎｏ２０６

◎
扶
養
家
族
に
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
が
い
る
場
合
、
自
治
体
に
障
害
者
控
除
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
と
障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
所
ま
で
。

発行所 全日本建設交運一般労働組合

栃木県本部 〒327-0315

栃木県佐野市吉水駅前1-2-1

℡ 0283-62-7312 fax 0283-62-7318
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E-mail:DQJ06744@nifty.com

日曜相談会の会場がわからない人はお問い合わせください。平日は組合事務所でやってます。

今
年
栃
木
ダ
ン
プ
支
部

は
、
組
合
員
数
六
八
〇
人

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
六
五
〇
人
に
ま
で

迫
っ
て
い
ま
す
。

申
告
相
談
会
の

な
か
で
な
ん
と
し

て
も
目
標
を
達
成

し
て
、
よ
り
力
の

あ
る
組
合
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

だ
組
合
に
入
っ

て
い
な
い
ダ
ン
プ
・

運
輸
・
建
設
労
働

者
を
組
合
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

対
象
者
の
自
宅
、

職
場
を
訪
問
し
て

詳
し
い
説
明
を
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

申
告
相
談
会
の
な
か
で
、

自
動
車
保
険
、
生
命
保
険

の
取
り
組
み
も
強
め
ま
す
。

組
合
の
扱
う
損

保
ジ
ャ
パ
ン
で
は

昨
年
か
ら
保
険
料

率
の
改
定
を
実
施
、

ダ
ン
プ
建
設
関
連

の
組
合
員
で
あ
れ

ば
さ
ら
に
割
引
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
々
高

額
化
す
る
医
療
費

な
ど
に
対
応
す
る

た
め
医
療
保
険
の

加
入
も
推
進
し
ま

す
。現

在
ご
加
入
の

自
動
車
保
険
、
生

命
保
険
の
証
券
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
見
積
作
成
し

ま
す
。

昨年から医療費控除を受ける場合、領収書の添付は

不要になりました。その代わりに「医療費控除の明細

書」を提出することになります。

「医療を受けた家族の氏名」「病院・薬局などの支

払先名称」「医療費の区分」「支払った医療費の額」

「生保、国保などから補填される金額」を記入します。

事前に計算してまとめてください。
市役所などから送られてくる医療費の「通知書(お知

らせ)」も使えます。

領収書は5年間保存する必要があります。



不
合
理
な
交
通
規
制
や

道
路
標
識
が
事
故
を
誘
発

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
М
さ
ん
は
昨
年

末
、
旧
５
０
号(

県
道
６

７
号
線)

を
走
行
、
大
型

の
規
制
標
識
が
わ
か
り
に

く
く
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

現
場
は
佐
野
市
と
足
利

市
の
境
に
あ
る
白
旗
橋
交

差
点
。
昨
年
拡
張
工
事
に

よ
っ
て
幅
員
が
広
く
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
道
路
標
識
は

旧
交
差
点
の
ま
ま
、
足
利

市
方
面
か
ら
走
行
し
て
く

る
と
標
識
は
交
差
点
出
口

に
し
か
な
く
、
ど
こ
が
規

制
道
路
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

足
利
警
察
署
交
通
課
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
足
利

方
面
か
ら
も
佐
野
方
面
か

ら
も
、
５
０
号
バ
イ
パ
ス

方
向
に
南
下
す
る
道
路
は
、

い
ま
だ
に
大
型
通
行
禁
止

と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
が
こ
の
道
路
、

バ
イ
パ
ス
方
向
か
ら
は
大

型
車
も
通
行
で
き
ま
す
。

い
っ
た
い
何
の
た
め
に

橋
梁
架
替
、
拡
張
工
事
を

し
た
の
で
し
ょ
う
。

組
合
で
は
交
通
安
全
の

立
場
か
ら
、
規
制
の
解
除

を
要
請
し
ま
し
た
。

２０１９年１月２５日 Ｎｏ２０６

今
年
自
動
車
関
連

の
税
制
改
定
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
よ

る
消
費
の
落
ち
込
み

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的

の
よ
う
で
す
。

５
月
に
支
払
う
自

動
車
税
は
引
き
下
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
排
気
量

１
３
０
０
ク
ラ
ス
の

小
型
車
の
場
合
、
３

４
５
０
０
円
が
３
０

５
０
０
円
と
年
間
４

０
０
０
円
引
き
下
げ

る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
減
税

対
象
は
今
年
１
０
月

以
降
に
新
規
登
録
す

る
車
だ
け
で
す
。

よ
う
す
る
に
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
政

治
圧
力
に
よ
る
「
新

車
買
い
替
え
促
進
税

制
」
と
し
て
の
側
面

は
、
よ
り
強
固
な
も

の
に
改
悪
さ
れ
た
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
古

い
自
動
車
へ
の
増
税

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
ト
ヨ
タ
の
社

長
が
「
日
本
は
欧
米

に
比
べ
自
動
車
関
連

税
が
高
す
ぎ
る
」
と

記
者
会
見
で
い
か
に

も
ユ
ー
ザ
ー
の
味
方

の
よ
う
な
芝
居
を
し

て
い
ま
し
た
。

問
題
の
本
質
は
、

国
民
の
権
利
意
識
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

差
押
え
？
ま
だ
っ
す
。

山
林
を
所
有
す
る
組
合

員
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け

で
３
人
い
ま
す
。

組
合
員
杉
井
健
一
さ
ん

も
そ
の
一
人
で
す
。

ダ
ン
プ
と
農
業
を
や
り

な
が
ら
、
農
閑
期
に
は
間

伐
な
ど
山
仕
事
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

☆

☆

☆

☆

多
く
の
人
工
林
で
戦
後

植
林
し
た
杉
、
檜
が
成
長

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現

在
の
木
材
価
格
で
は
伐
採
、

搬
出
費
用
で
採
算
が
ま
っ

た
く
あ
い
ま
せ
ん
。
杉
井

さ
ん
の
山
も
同
様
で
す
。

政
府
は
戦
後
国
策
と
し

て
補
助
金
で
針
葉
樹
の
密

植
を
推
奨
、
と
こ
ろ
が
高

度
成
長
に
入
り
、
財
界
の

要
請
で
木
材
の
輸
入
自
由

化
を
強
行
、
国
内
の
材
木

価
格
を
暴
落
さ
せ
ま
す
。

国
は
林
業
を
２
階
に
上

げ
て
ハ
シ
ゴ
を
外
し
た
の

で
す
。

人
工
林
に
間
伐
は
不
可

欠
で
す
。
間
引
く
こ
と
に

よ
っ
て
地
表
に
太
陽
光
が

入
り
、
土
、
枝
、
幹
が
育

ち
ま
す

し
か
し
、
不
採
算
、
人

手
不
足(

高
齢
化)

に
よ
っ

て
、
多
く
の
山
が
間
伐
で

き
ず
に
放
置
さ
れ
荒
れ
て

い
ま
す
。

間
伐
は
、
温
暖
化
防
止
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
防
災

対
策
、
害
獣
対
策
な
ど
様
々

な
課
題
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
間

伐
こ
そ
日
本
の
最
重
要
課

題
で
す
。

間
伐
作
業
に
同
行
し
ま

し
た
。
杉
井
さ
ん
は
急
斜

面
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
担

い
で
平
然
と
登
り
ま
す
。

山
に
入
る
と
表
情
も
変
わ

り
ま
す
。
間
伐
し
た
山
を

見
上
げ
る
と
、
枝
に
隠
れ

て
い
た
空
が
見
え
て
明
る

く
な
り
ま
す
。

杉
井
さ
ん
は
「
間
伐
す

る
と
山
の
変
化
が
は
っ
き

り
わ
か
る
の
が
い
い
」

「
ま
っ
た
く
金
に
な
ら
な

い
自
己
満
足
み
た
い
な
仕

事
」
と
語
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
が
苦
労
し
て

植
林
し
た
山
を
育
て
た
い

と
い
う
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

政官財の綱引によって改定される自動車

税。国民が怒らなければ本質は不変です。

欧州の多くで古い車は減税されてます

↑交差点出口にある規制標識

1月12日、初めて鹿沼市内で開催した執行委員会

新年会。26人参加で大いに盛り上がりました。

1月13日、東成分会新年会。昨年加入した若手2名

ベテラン1名も初参加、今年は誰も脱がなかった。

シロハタ・・・

国、県ともに森林保全税を徴収、問題は運用です


